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第10回 ミレニア創傷ケア研究会

創傷 ケア講演 会in北 海道1

なつこの部屋

ねんちゃんが行く!

義肢装具士通信
～足底装具が出来るまで～

第10回 ミレニア創傷ケア研究会 ご報告

編集後記
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.4循環器病 院様 創傷 ケア講演会

一んに ち'は、創傷 ケア事業部ク リニカル コーデ ィネー ターの柳橋です。本夏、北海道循環

器病 院様にて創傷 ケア講演会が ありま したので、参加 をさせて頂 きました。 ミ レニアから

は、李家医師が 「下肢救済のための私の武器」 というタイ トルで特別講演 をさせていただ

きま した。
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8月7日 、札幌パークホテル にて、北海道

循環器病院様主催の創傷 ケア講演会が開催

されました。平 日にも関わらず273名 の参

加 申 し込みの中、253名 の参加 という大規

模 な講演会 となりま した。

公演は、『Q&Aで 学ぶ創傷ケアlll』と題 し

て、アンサーパ ッ ドを使用 し会場か らの回

答を組 み込む形式で行われま した。 このよ

うなQ&A形 式での講演会は今年で3回 目

とな ります。

第1部 では、『それぞれの職種の視点で慢性

創傷 の治療 を考える』をテー マに坂田先生

が座長 を務 め、 シンポ ジス トには、血管外

科の斎藤先生 ・創傷ケアセンター看護師:

細 田さん ・管理栄養士:坂 本さん ・理学療

法 士:阿 部 さん、そ して李家医師をコメン

テーターに症例検討形式の シンポ ジウムを

行いました。

実際に受診 した患者様 の症例 を取 り上げ、

アセス メン ト内容か ら治療方針決定までの

経過 と治療 について考えて いくものです。

アンサーパ ッ ドを利用 し参加者が どのよう

に捉えているのかを会場 に質問、その回答

も踏 まえての シンポ ジウムだった ことか ら、

参加者か らはとても興味深 く参加できたと

のコメン トが多 く寄せ られました。

第2部 の特別講演 は、『下肢救岬

の武器』をテーマに李家一

国足病学で行われて い

情報や患者教育、 リ



紹介されたほか、引き続きチーム医療 や創

傷 や患者の病態 に限らず、生活習慣や生活

背景 といった広い意味でのアセスメ ン トの

重要性やモニタ リング、ケアについて取 り

上げ られま した。
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講演終了後、スタッフの皆様 が 「ずいぶ

ん と前 から準備を していたので、無事 に終

わ ってホ ッとしている」 と笑顔で話 されて

いま した。

そのお話か ら、準備 にご苦労 も多か ったの

だ と思 い、今回の講演会開催 同様Q&A形

式で、 コメンテーターの皆様 に質問 をして

みま した。

Q1:準 備 には どれ くらいの時間 をかけ

ましたか?

A:2ヶ 月前 から行いま した。皆で何

度もあっま り、打ち合わせを重ね ました。

Q2:ど のような内容から準備 を始めま

したか?

A:症 例 の選択 からです。

Q3:ど の ような点 を工夫 され ま した

か?

A:症 例 の経過が とても長 く、 限られ

た講演 時間内に何を伝えたいかに悩みま し

た。また、少 しでも参加者に分かるよ うに、

シンプル にまとめる努力を しま した。

Q4:苦 労 された点は、 どういったとこ

ろで しょうか?

A:シ ナ リオの作成がまとまらず に苦

労 しました。

Q5:参 加型 の講演会で したが、その点

についてはいかがで しょうか?

A:ア ンサ ーパ ッ トを用 いることで、

参加者の経験や考えを聞けた事 は大変参考

にな りました。演者 にとっても学ぶ事が多

い と思います。

Q6:講 演会 を行っての感想は?

A:1症 例 ごとに掘 り下 げて考察 を行

うことで、各職種 との情報交換やディスカ

ッションががで きた ことで、新たな発見が

あ りま した。それぞれの視点での考え方や

関わ り方、要望を知ることが出来 ま した し、

講演会終了後は、さらに職種 間の連携が取

りやす くな りました。

～柳橋からのコメン ト～

創傷治療 は、傷そのもの

への介入 だけでな く患者

様 それぞれの状況を確 認

し、 より多方面か らのア

セスメ ントと治療方針の

決定、実際の介入が必要

なのだと改めて感 じる機会 にな りま した。

また北海道循環器病院での医療 チームの連

携 を垣間見 ることが出来 る講演会 とな りま

した。
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足 病 医 斉藤 奈津 子 医 師 によ る 医 療講 話
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全 米 で 最 入 規 俣 ど い わ 肌 一し い る 別 傷 ク'∫ 字 芸 、

串y叩x)slumonρdvancedVめund(拾re(S細 ℃)が ネ

ノミグ 州 ラ ス ベ ガ ス で9月27日 一29日 に 開 催 さ れ ま

し た 。 参 加 者 は 理 学 療 法 士 、 看 護 師 が 多 く、 創 傷

ケ ア に お け る ナ ー シ ソ グ パ ワ ー を 感 じ る こ と が で

き ま し た 。47の 講 義 が4つ の テ ー マ に そ っ て 同 時

進 行 し て い ま す 。100以 上 の 企 業 展 示 が 行 わ れ て

い ま す 。

今 回 の テ ー マ

1:科 学 を診療に役立てるためには?(臨 床研究

結果 を含めた考察)

2:最 新 の治療 テクニ ヅク ・創傷マネジ メン ト・治

験の結果の考察

3:診 療報酬が医療 ・経営に与 える影響(実 例の検

証)

4:下 肢虚血 に関係する講義(最 新の再生医療 ・血

管内治療 ・手術)

トビツクス
・創傷 ケアの発展 につなが るか もしれない胚芽細

胞の研究の進捗について、血管新生、常時か、 フ

イブローシスに どう使えるかの考察

・骨髄炎に対 して、いつか ら外科的アプローチを

するべきかの考察
・診療報酬の改定 や保険法の新案が どう現場での

医療 に影響 を与えるか、 医療者、患者、保険者、

病院、 ク リニ ック、外来、病棟、ケアマネージ ャ
ー、 リノ・ビ リ、支払い方法、負担額な ど

September27-29,2013

BallゾsLagVegas・LasVegaslNV
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マ

・慢 性創 湯 ど捌 愈傾 回の創 傷 周辺 の細 胞 の違 い を

解 説 。肥 満細 胞 、含 脂肪 細胞、メ ラニン形 成細 胞 、

前駆 細胞 、

・予防的 手術 につ いて
、最 新 の トレン ド

・どの患 者 が治 るの か、 を見極 め るため の基準

・感 染 コン トロール

・浸 軟 に よ る皮膚 へ の ダ メージ

・トBDは 治 るのか?

・量 か ら質へ:Theκfordable⊂areκt(オ ノミマ

ケ ア)は 診療 報 酬 が 上 が る場 合 は質 の向 上 も義務

付 け てい る。 医療成 績 の 向上 に 向 けて なに が で き

るか

・外 来
、 入 院、 手術 にお け るデブ リ

・褥 瘡 の現状

・静 脈性 潰瘍 の 長期 化 と再発 は問題 であ る。今 わ

か って い るの で、B凱 不十 分 な圧 迫、 ノン コン プ

ライ アン ス、血 栓後 症候 群 。 熱剥 離、 フオ ー ム硬

化療 法、 血管 形成 術 に つい て

・臥tracelIular職trlc(ecの を再 生 す る ため

の セ ラ ピー

・深 部創 傷 に つい て
、 発 見 と対処

・小 児 の慢 性創 傷 に つい て。 小児 で慢 性創 傷 が あ

る患 者 は通 常 い くつ かの合 併症 が あ るの で、 どの

ア プロー チが適 切 か考 察。 ノ・イ ドロ デブ リー ドメ

ン ト、酵 素 デ ブ リ、 グラフ ト、植 皮 な ど。 リノ・ビ

リも小児 は難 関 で あ るため その課題 。

・自費 と保 険診 療 のバ ラン ス につ い て
。 健康 な病

院経 営 の ためのノミラン スで必 要 な ことの考 察。



・非皮膚科 医のための皮膚科講座

テー マ ご とに そ って講 義 を うけて もか まい ませ

ん し、 自分 の興 味 に あ った講義 を まぜ て もか まわ

ない仕 組 み に な ってい ます。 内容 は初心 者 か ら上

級 者、 そ して経営 者 まで多 角的 に開催 され てい る

ため非 常 に有 意 義 な内容 とな ってお ります。蹴

は毎年 、春 と秋 の2回 開催 され て お り、次 回は2014

年4月23日 一27日 に フ ロ リダ州 オー ラン ドで行 わ

れ ます 。 参加 を ご希 望 のみ な さ まは ミレニ アに一

声 おか け くだ さい ませ。

=ケ ー ス ス タ デ ィ=

病歴:糖 尿病 高血圧PAD

70歳 女性 難治性の踵の創傷

さ て、創 傷 ケアの 学会 では必 ず数 種類 の移 植 片が

紹 介 され て い ます。

イン テグ ラ;牛 由来 コ ラー ゲン とグ リコサ ミノ グ

リカ ン

acelI:凍 結 乾燥 牛 由来 マ トリックス な ど

その 中 で今 回はEp旧x(創 傷 用 の マ トリ ックス)

を ご紹 介 し ます。

へ
材料:人 の羊膜 と絨 毛膜 の移 植片

特徴:移 植 片 に は間質 コ ラー ゲン、EG≡、TG=一 β、

FG=、R■Fが 含有

保存期間:常 温で5年 間

適応:感 染 のない創傷底

マ ト リ ッ ク ス の サ イ ズ 1例2cnx2cm

5週 間後Ep旧xの 塗布前

7週 間 目:2週 間後に治癒

EpiFlxの 参 考 資 料:

Propertiesoftheamnioticmembranefor

potentialuseintissueengineeringNiknejad,et.

al;EuropeanCellsandmaterialsVol.15:8899;

zoos.

Implantationofamnioticmembranetoreduce

Fan;EurSpine;

10.1007/sOO6860091013x;2009.

Amnioticmembranetransplantationforocular

aostlaminectomveaiduraladhesions.Taoand

DOI

surfacediseaseMemarzadehMD,etal;

OpthalmologyVol.3No.1;15Jan2004.

Anoveldehydratedamnionalloaraftforusein

thetreatmentofainaivalrecession:an

observationalcaseseriesGurinsky,DDS,MS;

TheJournalofImplant&AdvancedClinical

Dentistry;Vol.1,No.1(6573);March2009



り リニ カ κ っ 一=デ ィ衆 一9一

ね れち ゃhが 行(」

図南病院 さん言
皆様、 ご無沙汰を してお ります。

寒 さも日増 しに強 くな りみかん とこたつが

恋 しい季節 とな りま したが、 いかがお過 ご

しで しょうか?
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今 回は7月5日 ・12日 に高知県の図南病

院様 で開催 しま した院内勉強会につ いてご

報告 させていただ きます。

今回は昨年に引き続 き2回 目の創傷 アセス

メン トのマニュアルに関する院内勉強会の

実施 とな りま した。2日 で約50名 ほどの参

加 とな りま した。昨年は病院様 を目の前に

素通 りし迷子 になって しまうという珍事件

をや らか して しま った念代ですが今 回はば

っち りです。迷 うことな く病院様へ無事到

着。4月 より弊社 へ入社 した柳橋 とともに

訪問。柳橋は初めての訪問ということもあ

り緊張の時間だ ったようです。念代は乙 く

乙くマイペース ・… 。(図 南病院の皆様

はお気付きで したでしょうか?)

さて、勉強会の内容ですが昨年末あた りか

ら実技 を踏 まえた内容を少 し盛 り込み実施

してお ります。初 めは知って いるようで知

らなか った弾件句帯の巻 き方。 これは私 自

身もひょんな ことか ら発見 したことで した。

特 にシュアプレスの使用方法。 エラスコッ

トよ り長 いと感 じる方が多 いかと存 じます。

その理由につ いて考えることすらなかった

のですが使用方法 を発見 した とき納得 する

ことが 出来 ました。あの長 さが必要だった

のです。そ して、ずれに くい 目 静脈性潰

瘍 で難渋するケースもあ りますのでぜ ひ皆

様 もお試 しいただけるよう今後 も実施 して

まい ります。そ して、1昨 年よ り褥瘡治療

を積極的に開始 された図南病院様。褥瘡 に

関する内容も少 し盛 り込み無事終了 …?

そ して、宿泊先へ戻る道 中 「よさこい祭 り」

の練習 をして いる集団を発見 目 今年 は第

60回 と記念すべき年だったようです。夏の

到来 とともに祭 りの気配を感 じ熱心に練習

に励む若人を横 目に 「うらやま しい」 と感

じて しまいました。地元が青森県弘前市で

夏 は東北3大 祭 りと言われている 「ねぶた

祭 り」の開催地 というのにここ数年行 けず

に いた ことも要 因だ ったのか も しれ ませ

ん … 。最後 に皆様 に質問
r

です・青森の 「ねぶた祭 り・ マ 添

と弘前 の 「ね ぶ た祭 り」違 ＼ゴ)気 ・

1難議蹴 南
い発見が ありましたらご報告 させ

ていただきます。3脆 ヨ0μ!〔蜥'
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義肢装具士通信
足底装具ができる過㌍ ・

今回は、どのようにしていつ も目にする完成 した装具が作 られているか その製造工程をご案内

いたします。今回は短下肢装具、義足、靴型装具などいろいろな製造を行っている中で 足底装

具(イ ンソール)の 製造工程の流れをご紹介 します。

京都ラボ 「'

全国の病院から届いた型と処方(製 作指示)を

メイ ドで製作 します。
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「要 闘■暉暉層■暉■ ① 製造管理ノ製作カードの作成

患者さん個々に適合するよう一つ一っカスタム
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患者情報を基に足底装具作製指示書と送られてきた型を一緒に並べ作製

処方内容の確認をします。
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②石膏を流 し足の復元

ネガとポ ジのように足の形をまず復元 します。

③微修正

足部のゆがみやアライメン ト補正、脂質などを考慮 し加重したときにフ

ィットするように石膏モデルを修正1

ここが最 も経験〆技術を要する工程です。バランシングや除圧ポイントな

ど後ほど加工する位置情報なども型に正確に記入します。角度計を石膏

モデルに合わせてゆがみの角度計測も行います。

ず 一f

制

④材料選定

縮 響 切な材料や厚さなど"饅

6等二挿
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⑤オーブンで適切な温度に材料を熱 し足型に材料を乗せ特殊真空成

型を行います。材料を基本的な形状に整形 します。材料により時間や

温度が違いパン職人のような調整の技術が必要 とされます。

⑥荒削りをし 次の仕上げに向けて準備をします。
・
ぴ

⑤ のイ乍業 の様 子

、 匝隷 訂翻 論 蘇 繍 懸 論寒-

・、、 イ 角度 に削 り仕上 げを行 い ます。ここまでで適切 な分圧 が足底 面 に出来

璽 弼 るよ,な基本部分。完成、な,甑

,
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⑧ バラ ンシング仕上 げ(メ タノベッド、メタバー、ヒールパンチアウトな ど)処 方

に基 づき必 要な位置 にバランス除圧加工やパ ッ ド加工 を行 います。

'

σ
唱
-

弓

o
ー
愈

「

巳

・

も

～

一
7

暫

要 一

軍3.

「"●,

一'¶'礎凋 罵踏 魅1

乱

.;

ア

一
!
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⑨ 仕上げ加工

表層材を貼り最終仕上げを行います。

患者様の使用する靴の形状に合うように仕上げの加工をします。

⑩Q⊂ 検査

再度処方指示通 りの加工や適切な材料が使われているか各工程の加工を全て責任者がQ⊂ 検査を行います。

不具合等が見つかった場合は、必要な工程まで戻 り修正 します。

/

必要に応 じて再製作になる場合もあります。 リスクの高い足でも安心し

て履いて頂けるように細かな汚れや材料の付着 も完全にクリーニングし

仕上げております。最終検品が終了した製品は 患者名シリアルナンバ

ー等が記載 された 製品ラベルが貼られ製品として完成 します
。

・κ.⑪ 製造 に用 いた石 膏モデルや処方指示書 は、将来 の対応 のため に管理

.番 号が記 されス トレージにて保存 され ます。
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⑫ 病院外来日ごとに発送準備をし 患者様の予約 日に病院へお届けに

なります。日々、安全になおかつ安心 して装着 していただけますように

細心の注意を払い、社員一同で装具を提供させていただいております
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第10回 ミ レニア創傷 ケア研究会は、11月30日 大分岡病院様をホス ト病院に迎 え、別府ビーコンプラ

ザで開催されま した。

テーマ 絆

■o年 の敬意 と感 謝 ～新 たな る ■。年の歩み に向 けて～

特別講演では神戸大学形成外科 教授 寺師
も の

・ 浩人先生か ら 「日本 における下肢慢 性創傷 の

《)曜 肋 ＼ 現状・課題・と・・テーマでお話・ただ・・"`
馨■■ 草畿 繍 届 郵 算蒲齢

た再生医療 の最前線～夢の治療から臨床応用 へ挑戦～」 についてをお話いただきました。一般演題は過

去10年 で最も多い16名 にご発表頂きま した。

また、今回はワークショップを医師とコメデ ィカルに分かれて行いました。

医師向けワークショップでは、李家医師による骨切除術 ・アキ レス腱延長術

を実践。創傷の再発予防のための手術 として、今回は外反母趾 による創傷発

生の予防手術 と想定 し、 レクチ ャーを しました。アキ レス腱延長術では、模

型に貼 り付 けた牛の腱が乾いて取れる(1)ハ プニングもあ りなが ら、メス

を真剣 にもつ先生方の姿が見られま した。李家医師からは、傷の再発を防ぐ

ために、 こうした予防的な手術を行うことは大変有効であると訴 えま した。

大分 岡病院様 のワークショップでは他職種 が関わる下肢救済の取 り組み

の リハ ビリテーションに焦点 を当て、 臨床心理士、作業療法士、理学療

法士 らによる患者 さん との関わ り方について ご紹介 をいただきま した。

「歩 いて帰 ろう」 という言葉 を治療 コンセ プ トにする大分岡病院の下肢

救済 チーム。足 こぎ車 いすや足圧計も登場 し、患者 さんの外来治療 から

入院、治療、生活予防の プロセスを追 ったワークショップとな りま した。
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2013年 表 彰 式

今年からは賞を3つ とし、恒例の懇親会にて発表 させて いただきました!

穂 」㌧ 諜謙:張已
ワー クシ ョジフも大分岡病院ごん芯 らではの充実 した内容と疋rD

嬉 しく思います.,有 難 うござ1いました。
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=ミ レニア創傷ク.ア事業部 よウ=

治癒 した患者さんが多かったです。褥瘡の患者さんか:多

いにも関わ らず、治療期間も短 いく、スタ1.フ のみなさ

んの努力を感 じます。
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=李 家医師よ り=

積極的耳予防的手術への取 り組みが素晴 しい と思し、ま

す。
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ミレニア創傷ケア研究会

閉会の言葉

、 レニアグループ代表の垂井です。本日は年末迫る11月へ
、 という大変ご多忙の中、こうして多くの皆様からのこ参

加を賜り誠に有難う乙ざいました。

今年はこの研究会も10周 年を迎えました。時を同じくして創

傷ケアセンターを開設してから10周 年を迎えられました、大

分岡病院様に多大なるこ協力を賜りまして、素晴しい会にする

ことができました。大変お世話になりました。敬和会理事長の

岡先生、こ挨拶をいただいた院長の森先生、スタッフ全ての皆

様、創傷ケアセンター現場の古川先生の リーダーシップをはじ

めとする全てのスタッフの方々に、ミレニアを代表して心より

御礼申し上げます。また、特別講演での寺師先生の絆をテーマ

にした心温まる素晴しいこ講演を有難うございました。サイ ト

リ ・セラピューティクス社の岩畔先生からは、将来が明るくな

るような素晴 しいこ講演をいただきました。また例年以上に本

当に内容の濃い多 くの演題をここにい らっしゃる皆様から頂

きました。併せて、御礼申

し上げます。
¢

株式会社ミレニア、設立と

同時に研究会を発足致 しま

した。我々の日本法人は今

年の4月 で10年 をむかえ、言葉に表すことのできない感謝の

気持ちでし、っばいです。思えば、ロサンゼルスから10年 前、

日本に帰ってきてこの事業をスター トしたとき、不安と緊張で

押しつぶされるような気持ちでのスター トで した。李家、垂井

がアメリカでやってきた ことが母国の日本で通用するのだろ

うか、はたして病院の皆様は受け入れてくださるのだろ うか。

どうやって伝えていけばよいのだろうか。しかし、国民や患者

様のためには必ず必要な事業であるとし、うプレない気持ちで

取り組んできました。

企業の皆様、病院の皆様にも助けていただきました。未熟な私

たちに手を差 し伸べていただき、理事長や現場の先生方からも

「うちでやってみようUと 仰ってくださる病院様が1つ ずつ

増え、我々と手を組んでくださることとなりました。振り返っ

てみると助けられた10年 間。言葉に表せない気持ちでいっぱ

いです。改めて御礼申し上げます。

年 が 経 ち 、 よ う や く こ の グ ル ー プ 全 員 が ス タ ー トラ

10 インに立ったと思っております。重要なデータも少

しずつ集まりました。今年2月 に行われた第11回 日本フッ ト

ケア学会/第5回 日本下肢救済 足病学会合同学術集会のシン

ポジウムでは、「足病変治療コンセンサスの世界基準を目指し

て」というテーマでシンポジウムを行いました。古川先生から

叱咤激励をいただき、堂々とデータを用いて発表をしようとの

乙提案で した。寺師先生に座長をつとめていただき、今ここに

おられる12名 のパネリス トの先生方にお越 しいただき、300

名以上の方が講演を聞きにきてくださいました。層ト日本の医療

現場の考え方が1つ 、更新された瞬間だ っだ1と 寺師先生に言

われたとき、本当に嬉しい気持ちになりました。我々がリーダ

ーシップをもち、患者様に訴える瞬間が来たのだと振り返りま

した。

で 罫:鵬『胸 筆諾譜 繍妄套徽 霧
ディスカ ッションの内容を患者様へお届けすることです。有益

な情報の格差がまだまだあると考えます。これを埋めるために

は、創傷ケアの起源に戻 った足科の存在です。

足に特化 した診療所を全国に出していくことで、患者様自身の

足への意識が変わると考えます。

カリフォルニアでは3000の 足科のクリニックがあります。

もちろん様々な科や病院がある中で存在 しているということ

は、それだけのニーズがあるということではないでしょうか。

また、ここまで共に絆を築いてきたみなさまと、国民の近いと

ころで足の診療所を開設する一これからの10年 でできたら嬉

しく思います。この10年 間があってこそ、次の10年 間が活

きてくると思っております。さらなる絆を深め、皆様とリーダ

ーシップをとり、健康を願う全ての国民の皆様方に、安心と希

望と勇気を与える力になりたし、。この願いが実現する社会にな

るまで、我々も遭進して参りますので、どうか今後10年 間も

共に歩んで頂ければと思います。

本日は、本当に有難 うございました。
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今回の研究会で発表出来なかった第11回 ミレニア創傷ケア研 究会開催地をお知 らせ します。

ミレニア公式Facebookで は早 くもお伝 えさせて頂いてお りま したが、第11回 ミレニア創傷ケア研 究

会は岡山県倉敷市に決定致 しま した。

2014年 も多 くの方 とお会 い出来ることを楽 しみに してお ります。

今後 の発表 はホー ムペ ー ジやFa⊂ebookで もお伝 え して ま い ります。

r
I編 集後記l

l今 回も原稿を寄せてください・ ・た・本・・ トケアサービ・様、イ・タビ・一にもお答え・凝 いた北釧
1道 循環器病院様、本当に有難うございました。また、社内では創傷ケアニュースの発行に尽力 してくれたll

l
I創 傷ケア事業部の方々も有難うございました。来年以降は創傷ケアの枠に囚われずに(?)認 知症予防やl

l在宅医療に関することもあわせてお伝え・ていければと考えてお・ま劃 たまてさち)l
ii


